
フレッド・カブリ氏はノルウェー生まれのアメリ

カ人、人間に対して研究や教育がもつ長い目で見

たインパクトを支援したい、と強い決意を持った

物理学士、実業家、ビジネス・リーダー、イノベ

ーター、そして篤志家です。カブリ氏はノルウェ

ー工科大学で物理学の教育を受け、第二次大戦中

ティーンエージャーでありながら兄弟と一緒にや

ったビジネスの収益で学業を終えることができま

した。1955年に学位を取るとすぐカナダへ発ち、
そして翌年アメリカ合衆国に来ました。カリフォ

ルニアに二年間住んだ後、実業家精神を発揮し、

ティーンエイジャー時代の経験を生かして、ロスアンジェルスにカブリコ

株式会社を設立、後に同じカリフォルニアのムーアパークに移転しました。

彼のリーダーシップで会社は航空、自動車、その他の工業に使われるセン

サーの世界最大サプライヤーの一つに成長しました。カブリコは多くの名

誉な賞を受賞、カブリ氏は数々の技術的なブレークスルーで特許を取りま

した。2000年に自分の持ち分を売却するまで、氏はカブリコのCEOで、
ただ一人の株主でした。 
 
その後氏はカブリ財団とカブリ経営協会（今はカブリ財団と合併）を設立

し、世界の人々の生活の質向上を目指し、科学研究を支援しています。財

団は世界のトップの大学に研究所を設立し、科学シンポジウムやワークシ

ョップのスポンサーになり、宇宙天体物理、脳科学、ナノサイエンスでの

業績を称える国際賞を（ノルウェー科学人文アカデミーと協力して）設立

しました。カブリ氏はカリフォルニア大学サンタ・バーバラ校の工学部に

基金を拠出し、ナノテクノロジーと、光電子工学・センサーの二つのフレ

ッド・カブリ教授を設けました。またコロンビア大学の脳科学、カリフォ

ルニア大学アーバイン校の地球システム科学、カリフォルニア大学ロス・

アンジェルス校(UCLA)のナノサイエンス、カリフォルニア工科大学（カ
ルテク）の理論物理学にも冠教授職を設けています。 
 
カブリ氏と財団は世界のトップの大学で研究所を支援しています。コロン

ビア大学、イェール大学、カリフォルニア大学サン・ディエゴ校、ノルウ

ェー科学技術大学の脳科学研究所、カリフォルニア工科大学、コーネル大

学、ハーバード大学、デルフト工科大学のナノサイエンス研究所、スタン

フォード大学、シカゴ大学、マサチューセッツ工科大学(MIT)、ケンブリ
ッジ大学、北京大学の宇宙天体物理研究所、そしてカリフォルニア大学サ

ンタ・バーバラ校と中国科学院の理論物理学研究所のスポンサーになって

います。 
 



カブリ氏はアメリカ芸術科学アカデミー

のフェローです。氏はノルウェー科学技

術アカデミーのメンバーであり、米大統

領の科学技術諮問協議会のメンバーでし

た。カリフォルニア大学学長の科学とイ

ノベーションの協議会のメンバーだった

こともあり、現在はカリフォルニア大学

サンタ・バーバラ校財団の理事です。ま

た、国への多大なる貢献に対してノルウ

ェー王室の勲章を受勲、2008年にはノル
ウェー科学技術大学の名誉学位など多く

の栄誉を受けています。更に2009年にはノースウェスターン大学の名誉博士号、
2011年にはアメリカで一番伝統のある科学教育センターの一つであるフランク
リン協会がビジネス・リーダーに贈るバウアー賞、カーネギー篤志家賞（これは

アンドリュー・カーネギー自身のように、個人の資産を公共の目的に捧げ、篤志

家として人々に感銘を与える活動を続けた人に、各年で出される賞）を受賞。同

じ2011年にはオスロ大学の名誉博士号も受けています。科学研究や教育だけで
はなく、フレッド・カブリ舞台芸術劇場（カリフォルニア、サウザンド・オーク

ス市）なども支援しています。 
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